
自修館中等教育学校の総合的な学習の時間支援について
賀
総
監
部
研
修
」
を
支
援
し
た
。

ら
５
年
生
２
６
名
（
他
教
諭
１
名
）
に
対
し
、
総

一
貫
校
で
あ
る
自
修
館
中
等
教
育
学
校
の
１
年
か

横
須
賀
総
監
部
で
の
同
校
の
研
修
は
初
め
て
で

あ
り
、
生
徒
は
終
始
興
味
津
々
、
概
況
説
明
後
の

基
地
の
湾
内
を
見
学
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
程
よ

く
空
腹
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
自
衛
隊
の
お
い
し
い

午
後
か
ら
の
研
修
で
は
、
救
難
母
艦
の
シ
ミ
ュ
レ

長　

平
１
陸
尉
）
は
、
９
月
２
９
日
（
火
）、
中
高

合
的
な
学
習
の
一
環
と
し
て
、「
海
上
自
衛
隊
横
須

曳
船
体
験
航
海
で
は
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
横
須
賀

昼
食
を
笑
顔
で
い
た
だ
き
舌
鼓
を
う
っ
て
い
た
。

予備自衛官補への補備教育の支援

概要説明

体験喫食

護
師
を
し
て
お
り
、
看
護
技
能
の
予
備
自

訓
練
の
補
備
教
育
を
支
援
し
た
。

日
（
木
）、
平
成
２
６
年
度
入
隊
の
予
備

加
し
て
い
る
が
、
基
本
教
練
及
び
射
撃
姿

の
訓
練
に
向
け
本
人
の
希
望
も
あ
り
、
平

っ
た
執
銃
時
の
基
本
教
練
と
射
撃
訓
練
を

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

の
要
望
が
あ
れ
ば
、
先
輩
自
衛
官
と
し
て

と
し
て
の
資
質
の
向
上
に
寄
与
し
た
い
」

も
の
で
あ
る
。
指
導
は
、
陸
上
自
衛
官
の

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
平
塚
地
域
事
務
所
（
所

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
平
塚
地
域
事
務

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
平
塚
地
域
事
務
所
（
所
長　

平
１

陸
尉
）
は
、
１
０
月
１
日
（
木
）、
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
教

育
隊
で
行
わ
れ
た
「
第
１
２
２
期
公
募
海
曹
７
名
」
及
び

る
家
族
を
支
援
し
た
。

今
回
、
平
塚
地
域
事
務
所
が
担
当
し
た
「
公
募
海
曹
１

名
」、「
自
衛
官
候
補
生
３
名
」
が
入
隊
し
、
そ
の
う
ち
２

家
族
が
式
に
参
列
し
た
。

い
」
と
し
て
い
る
。

な
っ
た
我
が
子
を
見
て
泣
き
出
す
家
族
も
あ
り
、
入
隊
を

「
第
１
０
期
自
衛
官
候
補
生
６
４
名
」
の
入
隊
式
に
参
加
す

着
隊
か
ら
１
週
間
で
人
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
凛
々
し
く

決
意
し
た
隊
員
も
、「
こ
れ
か
ら
の
厳
し
い
訓
練
に
耐
え
、

家
族
や
お
世
話
に
な
っ
た
事
務
所
の
方
々
の
期
待
に
応
え

た
い
」
と
改
め
て
誓
っ
て
い
た
。

平
塚
地
域
事
務
所
は
、「
今
後
も
平
和
を
仕
事
に
し
、
人

々
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
多
く
の
志
願
者
を
支
援
し
、

家
族
や
国
民
の
期
待
に
応
え
る
若
者
た
ち
を
入
隊
さ
せ
た

海上自衛隊公募海曹及び自衛官候補生入隊式への家族支援

入隊式の様子

分隊宣誓式の様子

宣誓の様子

曳船体験航海

入隊式後にご家族と
記念撮影する
望月公募海曹

補
と
し
て
こ
れ
ま
で
１
度
召
集
訓
練
に
参

当
該
予
備
自
補
は
、
二
宮
町
在
住
で
看

所
（
所
長　

平
１
陸
尉
）
は
、
１
０
月
１

自
衛
官
補
（
看
護
技
能
）
に
対
し
、
基
礎

勢
等
に
不
安
を
抱
え
て
お
り
、
第
２
回
目

塚
地
域
事
務
所
が
補
備
教
育
を
支
援
し
た

行
っ
た
。
１
１
月
の
訓
練
ま
で
定
期
的
に

平
塚
地
域
事
務
所
は
、「
今
後
も
同
様

出
来
る
事
は
積
極
的
に
支
援
し
、
自
衛
官

と
し
て
い
る
。

広
報
官
２
名
が
担
当
し
、
模
擬
小
銃
を
使

ー
タ
体
験
を
行
い
、
興
奮
し
て
時
間
オ
ー
バ
ー
し

て
し
ま
う
場
面
も
あ
る
な
ど
、
最
後
は
名
残
惜
し

そ
う
に
基
地
を
後
に
し
た
。
生
徒
の
中
に
は
「
将

来
自
衛
官
に
な
り
た
い
」
と
い
う
者
も
数
名
お
り

大
変
有
意
義
な
研
修
と
な
っ
た
。

平
塚
地
域
事
務
所
は
、「
今
後
も
、
自
衛
隊
に
対

す
る
正
し
い
理
解
と
、
将
来
一
人
で
も
自
衛
官
を

志
願
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
を
支
援
し
た
い
」
と
し
て
い
る
。


